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令和元年度 水稲作柄現地調査報告書

令和1年9月
一般社団法人 北海道米麦改良協会

【調査月日】 令和1年8月26日㈪～28日㈬
【調 査 先】
◎道南班：蘭越町・今金町・道南農業試験場・北斗市・木古内町（共励会 特別優秀賞圃

場）・厚沢部町・平取町（共励会 最優秀賞圃場）・厚真町・長沼町・中央農業
試験場（水田農業G）・当別町

◎道央・道北班：美唄市（奨決圃・共励会直播 最優秀賞圃場）・新十津川町・深川市・留
萌市・名寄市・士別市・上川農業試験場・旭川市・東川町・中富良野町
（各市町の圃場は、現地奨決圃場を中心に調査）

【参加人数】 約70名（部分参加含む）
【総合検討会】令和元年8月28日㈬ 空知農業会館 4階大会議室

【道南班の報告】

【後志地区（蘭越町）】

写真1 蘭越町奨決圃
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【檜山北部地区（今金町）】

写真2 今金町奨決圃

【渡島地区（北斗市）】

写真3 北斗市奨決圃

【檜山南部地区（厚沢部町）】

【胆振地区（厚真町）】

写真5 厚真町奨決圃

【空知南西部地区（長沼町）】

写真4 厚沢部町奨決圃

写真6 長沼町奨決圃
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【石狩地区（当別町）】

写真7 当別町奨決圃

【道央・道北班の報告】

【空知中央部地区（美唄市、新十津川町）】

写真8 直播圃場の「えみまる」 写真9 作柄調査の様子

写真10・11「ゆめぴりか」（左）と「きらら397」（右）
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【空知北部地区（深川市）】

写真12 作柄調査の様子

【留萌地区（留萌市）】

写真13 「ななつぼし」

【上川地区北部（名寄市、士別市）】
【上川中央部（旭川市）】

写真14・15 作況圃場の「はくちょうも
ち」

写真16 作柄調査の様子
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【上川南部（東川町、中富良野町）】

2．総合検討会における協議事
項について

⑴

⑵

⑶

⑷

写真17 「ななつぼし」 写真20 「空育194号」

写真18 未出穂の府県品種

写真19 「ゆめぴりか」
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⑸

北海道 米 麦 改 良 第145号6



水稲収穫後のほ場管理

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 農業研究本部
中央農業試験場 生産研究部水田農業グループ 研究主幹 後 藤 英 次

1．稲わらの搬出

C N

t

（図1）

図1．越冬後の稲わら残渣の乾物重
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2．いもち病発生ほ場での稲わ
ら処理

3．幼穂形成期前の中干しの地
固め

（写真1、写真2）

4．透排水性の改善

写真1．表面溝切りと中干し

写真2．収穫跡の様子
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（図2）

（写真3）

（写真4）

（写
真5）

図2．排水不良ほ場における土壌断面の
特徴（水田）

写真3．無材暗きょ施工機「カットド
レーン」の外観

写真4．表面排水のための溝掘りの様子
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5．あぜの補修など

（写真6）
（図3）

写真6．畦畔の補修写真5．暗きょ清掃用施設「集中管理孔」

図3．収穫後のほ場管理のポイント
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6．土壌診断

t

7．融雪材の散布

（写真
7）

写真7．ほ場の融雪の様子
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「北海道 稲作に挑戦する人々」その7

雨竜郡北竜町 永 井 稔 氏

1．はじめに

JA

2．地域の特徴

（図1、図2）

3．稲作の経歴と経営概要
⑴ 稲作の経歴

図1 農耕期間の気象条件

図2 降雪量の比較
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（写真1）
⑵ 経営概要

�
� � �
� � �

� �
� � a

（図3）

（写真2）

40%

18%

16%

22%

4%

図3 水稲品種別作付割合

4．稲作技術の特徴
⑴ 透排水性の改善

写真1 奥様とのツーショット

写真2 成熟期の「北瑞穂」 写真3 置き床鎮圧育苗
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（写真4）
⑵ 育苗管理

（写真3）
⑶ 施肥

a

a
a

⑷ 病害虫防除

5．「ひまわりライス生産組合」

（写真8）

写真4 水田の溝切り
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6．特徴的、先駆的取り組みと
出荷成績、その他

⑴ JA

⑵ 「そらゆき」の栽植密度試験

a

JA

（写真5）

写真5 「そらゆき」の生育
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7．今後の課題

（写真6、7）

8．永井氏コメント

写真6、7 「北瑞穂」の高付加価値化に向けた意見交換会

写真8 日本農業賞の授賞式にて
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9．普及センターのコメント
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小麦の雪腐病防除について

1 雪腐病発生状況

2 発生しやすい菌種の確認

（表1）

3 菌種と薬剤の効果に応じた
薬剤防除を

表2

図1 発生ほの病原菌種別発生割合
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⑴ 雪腐黒色小粒菌核病・雪腐大粒
菌核病

F
F

F

⑵ 雪腐褐色小粒菌核病・褐色雪腐病

F

F
F

テブコナゾール水和剤Fを
散布すると褐色雪腐病の発生を助長する場合
があるため、褐色雪腐病が問題となる地域で
は、シアゾファミド水和剤Fによる防除を行
う必要がある。

※

発病度とは、発病指数を定め株数調査
を集計し発病の程度を表す指標で、0－
100（最大）。

※※

防除価とは、無防除区における発病度
を100とした場合の、防除区の効果の程
度を示す指数。防除価が高いほど効果が
高い。

表1 雪腐病の菌種の特徴と対策
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表2 残効が長い薬剤と、残効の目安となる散布から根雪始までの降水量

表3 表2の殺菌剤を使用した場合の各地域における防除時期の目安

北海道 米 麦 改 良 第145号20



⑶ 本技術の活用にあたっての注意
事項

①

② L
a

③

4 耐雪性には品種間差があり
ます

（表4）

表4 秋まき小麦各品種の耐雪性
品 種 名 耐雪性の強弱

・耐雪性は、雪腐褐色小粒菌核病に対する耐病
性検定結果に基づき評価している指標
・（ ）は品種登録時の評価

5 防除適期を逃さないための
準備

（写真1）

6 無人ヘリコプター使用時は
法令と安全対策を再確認しま
しょう

「産業用無人ヘリコプターによる病害虫
防除実施者のための安全対策マニュアル
［平成30年版］は、一般社団法人農林水
産航空協会のウェブサイトで閲覧するこ
とができます。

7 今後に向けて－連作回避の
重要性－

写真1 枕地の溝切り
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写真3

写真2 ラジコンヘリコプターを使用し
た雪腐病防除

写真3 前作物の違いで雪腐病の発病程
度に差が生じた事例
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●主催及び後援団体

●部 門
共励会は、個人及び集団別に以下の部門毎に行う。

Word

●参加資格
［1］ 個人

�
a

［2］ 集団

�
�

a

●参加申し込みの期日は、10月末。

●参加手続と全国麦作共励会への推薦

●全国麦作共励会参加基準
（個人） �
（集団） �

第40回（令和元年度）
北海道麦作共励会開催

全道各地から多数のご参加をお待ちしております。
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